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Abstract

Osumilites from Rishiri Island, Hokkaido and Hayato-cho, Kagoshima Prefecture,

occur as euhedral crystals in the cavities or as anhedral crystals in the groundmass of

rhyolites. Their optical properties and chemical compositions are considerably

differrent from each other m spite of the same mode of occurrence.

The Rishiri osumilite has lower refractive indices and larger birefringence than

those of the Hayato osumilite. These optical characteristics are explained by the

differrences in chemical compositions, namely the higher Mg-ratio and the higher K-

ratio for the Rishiri osumilite. The Rishiri osumihte is the richest m Mg-content

among the osumilites described to date from the felsic volcanic rocks in various parts

of the world. However, Mg-ratio of the Rishiri osumilite varies from grain to gram in

a comparatively wide range. On the other hand, the Hayato osumilite shows only a little

variation of the Mg-ratio, which has, however, a tendency that the Mg-ratio increases

towards the later stage of the crystallization.

Ⅰ　は　じ　め　に

大隅石は従来キソセイ石と同一に考えられていたが, MIYASHIRO (1953)が新鉱物と認定し,

大隅半島の名をとり命名したものである｡以来日本国内で8カ所ほど産出地点が知られている

が,すべて九州内である｡このうち分析値の公表されているのは,鹿児島県内の早崎(咲花平)

(1956)と,入来町山の口(宮地, 1975)および大分県別府市(2カ所)と森町(横溝･宮地,

1978)の5カ所である｡日本でこれまでにみつかった大隅石はすべて,珪長質火山岩の孔隙

中,あるいは石基の鉱物として産するが,最近ではbuchite (Chinner and Dixon, 1973)や

granulite (Berg and Wheeler, 1976, Hensen, 1977)中からも産出することが知られている｡

大隅石は六方晶系に属し,ふつう-軸性(+)で淡青色の多色性を示すが, Nain Osumilite

(Berg and Wheeler, 1976)は二軸性(+)でピソク色の多色性を示す｡

大隅石の化学式は,はじめ(K, Na, Ca) (Mg, Fe2+)2(Al,Fe3+, Fe2+)3(Si,瓜) 12030'H包0とされ

(Si,Al)-O四面体からなる六角複環をもち,その中心にH20があると考えられていた(MIYA-

shiro, 1956)(しかしその後Brown and Gibbs (1969)により,構造はframework silicate
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に分摸され,また分析値については, bunci‡ and FucEs (1969)がEPMA分析をおこない改

正した　Olsen andBunch (1970)およびBerg and Wheeler (1976)はEPMA分析によ

る酸化物の合計がほぼ100%になることから,大隅石は無水鉱物であると考えたがGoldman

and Rossman (1978)は,赤外線吸収スペクトル分析でそれを証明した｡

Bunch and Fuchs (1969)は,またmeteorite中に発見されたYagiiteは,大隅石と固溶

関係にあることを示し,両鉱物問の元素の固溶範囲を定義したが,最近その定義にあてはまら

ない例がいくっか見出されてきた(Chinner and Dixon, 1973,宮地1975, Berg and

WI‡EELER, 1976) ,

大隅石はこのように,定かでない点もあるが,いずれにせよ公表された分析値が少なく,産

状の異なるものも含め,今後さらにたくさん記載されねばならないだろう｡今回は,北海道利

尻島で発見された大隅石と,鹿児島県隼人町清水の大隅石とを比較しながら記載する｡

ⅠⅠ産　　　　　状

産出地点を第1図に示す｡･利尻島での産出地点は,島の東部,旭浜にある小河川の源流部で

ある｡付近には赤褐色と灰色の流理の発達した転石が多数みられるが,露頭は確認できない｡

地形から判断して,本岩体は成層火山の安山岩溶岩におおわれ,一部分が露出しているものと

思われる｡岩石は,本地点の南方に産する石山ドーム溶岩(Katsui, 1953)と比較的よく似て

いる｡産状から推して,この岩体は,基盤岩の一部と考えられる｡噴出年代は不明だが,他の

基盤岩岩体の産状を考えると,鮮新世～更新世初期と考えられる｡大隅石は,この転石のうち

の一つから偶然にみつかった｡以後,数回サンプルを採集にいったが,大隅石はついに発見で

きなかった｡

第1図　大隅石産出位置図
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第1表　大隅石を含む母岩の分析債

63

Rishin Hayato Rishiri Hayato

隼人町のデーターは山口(1938)による

母岩の分析値を,第1表に示す｡母岩は流紋岩であり,一般には流理が発達しているが,大

隅石は,やや流理の不明瞭な部分の孔隙中に産する｡流理の発達の程度により,外見は変化に

とむ｡鏡下観察でも,斑晶に乏しいためか,薄片ごとに斑晶鉱物の組合せが異なる｡以下の記

載は,何枚かの薄片を集約した結果である｡

斑晶鉱物組合せは,斜長石+シソ輝石+普通角セソ石+黒雲母である｡斜長石とシソ輝石は,

微斑晶としても多数存在する｡孔隙の壁には,トリディマイトが形成されており,その中心部

に自型の大隅石が存在するが,まれには,シソ輝石あるいは黒雲母が晶出している｡石基は非

常に細粒であるが,石英･斜長石,不透明鉱物が識別される｡

鹿児島県の咲花平(早崎)は,最初に記載された大隅石の産地として有名であるが,美晶は

容易には採集できない｡一方,あまり有名ではないが,隼人町清水の流紋岩岩体は,大きな美

晶が容易に採集できる｡この流紋岩については,種子田(1950　が詳しく記載している｡斑晶

鉱物組合せは,斜長石+石英+シソ輝石であり,孔隙壁には,トリディマイト, α一石英が晶出

しており,それらにつつまれるように大隅石,あるいは鉄にとむカンラン石が存在する｡微斑

晶としてほ,シソ輝石･斜長石･石英がある｡石基は石英･斜長石･黒雲母などの微晶の集合

よりなる｡木下(1969)によれば,この流紋岩の噴出年代は鹿児島湾北部に分布する国分層以

前であり,更新世後期と考えられる｡

利尻島および隼人町産の大隅石は,ともに流紋岩の孔隙中ないし石基中に産する｡

隼人町では, 3m大の結晶が得られるが,利尻島のものは,最大1mほどである｡

Ill X線粉末法による同定

隼人町産の大隅石については,原田(1974)がすでにおこなっており,今回は利尻島産の大

隅石についてのべる｡地質調査所のDebye-Scherrer cameraで, 35KV-20mAで61時間Ⅹ線

を照射して測定したが,試量が少なかったため,明瞭な回折線は得られなかった｡しかし, d-

3.24Åに強い回折線が現われ,この他にd-7.22Å(W), 5.10Å(W), 4.11Å(W), 3.84Å
o                                           O                     O

(W), 2.940A(M), 2.787ÅCM), 2.015A(W), 1.86lA(W)にも回折線が認められ,さらに非

常に弱い回折線も何本か認められる(M:普通, W:弱い)｡これらの値は, Miyashiro (1956)
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のデークーとよく一致し,大隅石と同定される｡しかし,弱い回折線は非常に不明瞭であり,

格子定数の測定はできなかった｡

ⅠⅤ　光学性および分析結果

隼人町産の大隅石は,柱状ないし板状の形態を示し,黒色を呈する｡利尻島産のものは,大

きな結晶が認められず,肉眼では,形態･色が識別できない｡鏡下では,両者ともE-無色,

0-淡青色の多色性を示す｡利尻島の大隅石は-軸性(+)である｡隼人町の大隅石は,種子

田(1950)により二軸性(+)とされたが,コノスコープ像の観察によれば, -軸性(+)で

ある｡

屈折率の測定は,浸液法でおこなった｡利尻島産の大隅石は,スピンドルステージおよび分

散法も併用した｡それゆえ隼人町のものは精度がおちる｡屈折率および化学分析値などを,従

来公表されているものとともに第2表に示す｡分析には鹿児島大学教養部地学教室のⅩ線マイ

第2衣　大隅石の分析借, Mg/Mg+Fe備, K侶+Na+Ca低　および屈折率
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第2図　大隅石の屈折率とバイレフリンゼンス

HA:隼人町, IR:入来町(宮地, 1975), NA: Nain Labrador (Berg

and Wheeler, 1976), RI:利尻島　SA:咲花平(MIYASHIRO, 1956),
TI: Tieveragh, Ireland (Chinner and Dixon, 1973)
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クロアナライザー(島浮ARL-EMA-SM)を使用した.利尻島の大隅石は,隼人町のものにく

らべ,屈折率は低く,逆にバイレフリンゼンスは大きい｡これまでに公表された屈折率を第2

図にまとめた｡屈折率が高いほどバイレフリンゼンスは小さく,逆に低いほど大きくなる傾向

が認められる｡

利尻島産の大隅石は, NainおよびTieveragh産のものと似ており,隼人町の大隅石は,咲

花平のものと似ている｡入来町山の口産の大隅石は,これらの中間の性質を示す｡

屈折率の高低は, Mg/Mg+Fe比,およびK/K+Na+Ca比によって説明される(Bergand

Wheeler, 1976),すなわち, Mg, Kの比が高いと屈折率は低下する｡この関係を第3図に

示した.横軸には屈折率のかわりに,バイレフリンゼンスを用いた｡ Mg/Mg+Fe比, K/K+

Na+Ca比とバイレフリンゼンスとの間には,正の相関が認められる｡

Bunc‡I and Fuchs (1969ノほ,大隅石タイプ鉱物として,大隅石, Yagiite, Roedderite>

Merrihueiteの4種をあげ,大隅石とYagiiteは固溶体を形成しており,少なくともNa<アK

Mg*アFe2+の置換関係のあることを示した｡そしてNa>K, Mg>Fe, Si/Al< 7　を

YagiiteとL K>Na, Fe>Mg, Si/Al<7を大隅石と再定義した｡しかし,第2表および

第3図に示すように, K>Naだが, Mg>Feの大隅石も発見されており,利尻島産のもの

もこのMg>Feグループに属する.一方,隼人町の大隅石は, Fe>Mgグループに入る｡

利尻島産の大隅石は,火山岩中に発見されたもののなかでは,最もMgに富んだものである｡

Berg and Wi王EELER (1976)は, Nain osumiliteを研究して,化学式を□IX(K,Na,Ba,

Ca)XIIo.98(Mg, Fe,Mn)2.02(AL, Mg,Ti) IV3.00(Si, Al) Ivi2�"O;30とし,次のような置換関係を提唱

した｡

AT+?アFe8+, Mg^Fe2+, Na^K,

Si4+ + (Mg,Fe)2+ *ア2(Al, Fe)3+

(Na,K)+ + (Al,Fe)3+-> □ + Si4十

宮地1975　は晶洞中の大隅石と石基のものでは,組成に若干の差異があることを示した｡

今回,利尻島と隼人町産の大隅石について, -薄片中で組成の変化があるかどうかを, Mg-Fe

置換についてのみ調べた(第4図)0

石基(g),晶洞壁と自塾結晶の結合部付近(c ,自塾結晶の結晶面付近(m)をえらび, Mg-

Feについて点分析をおこなった｡結晶の成長順序はg-C-mの順である｡

隼人町の大隅石では, g-C-mとなるにつれ, Mgにとみ, Feが減少する傾向がある｡す

なわも,大隅石結晶の成長で早期に晶出した部分ほどMgに乏しくFeに富み,晩期の部分ほ

どMgに富みFeに乏しくなる,ということを示している｡

利尻島の大隅石は, C-mとなるにつれ, Mgに富むものと,減少するものとが共存してい

る｡まったくの偶然かもしれないが,鏡下で結晶の大きなものほどMgに富む傾向がある｡

利尻島産の大隅石は,隼人町のものにくらべ,鉱物間の組成変化が大きい｡

珪長質火山岩の孔隙中に晶出した大隅石は,火山岩の冷却中に,その空隙に放出された気相

から晶出したことは明らかであり,低圧下で形成されたことを示している｡ Sc打reyer and

Seifert 〔1967)によると,大隅石は平常では,急激な非平衡晶出のため準安定相であり,産

出が比較的まれなのは,そのためだという｡また,その後,大隅石は変成度の高いグラニュラ

イト相の変成岩中にも,安定に存在していることが発見され,また実験結果からも,高温･低

圧の鉱物と考えられるようになった(Berg and Wheeler, 1976, Hensen, 1977)(
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第4図　大隅石の組成変化(Mg-Fe)
縦軸はⅩ線のカウンt数

�": Mg, ○: Fe2+, g:石基鉱物, C:晶洞鉱物(母岩と接する付近), C′　c-mの中間部,
m:晶洞鉱物の結晶面付近
実線は一連の結晶作用によって形成されたと考えられる部分をつなぐ｡

大隅石の発見例が少ないのは,他の鉱物と見まちがえやすい点にもあるのかもしれない｡

MIYASHIRO (1956)とBerg and Wi‡EELER (1976)は,大隅石は,キンセイ石や石英と見

あやまりやすい点を指摘している　Hensen　　　　も,高変成度の地域の調査においては,

アルミナに乏しい変泥質岩(キンセイ石+シソ輝石の鉱物組合せ)に,大隅石の出現する可能

性が大きいとし,注意を換起している｡

大隅石タイプの鉱物の一つ, Roedderiteはこれまでmeteorite中にのみ産出が知られていた

が,最近奥村他1976　は,変質した火山岩中から,それを発見した｡大隅石は今後流紋岩の

孔隙中からのみでなく,いろいろな産状のものが発見されるようになるだろう｡

Ⅴ　ま　　と　　め

利尻島および隼人町産の大隅石を記載した｡隼人町の大隅石は　Bunch and Fuci‡s (1969)

の定義　K>Na, Fe>Mg, Si/Al<7にあてはまるが,利尻島のものはMg>Feであり,

あてはまらない｡またMg-Fe置換について組成変化を調べたところ,隼人町の大隅石では,

晩期に晶出した部分ほどMgに富む傾向が認められた｡また利尻島の大隅石では,鉱物間の組
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成変化の大きいことが判明した｡

大隅石には,産状がにていても,化学組成に大きな変異があったり,また同一岩石中でも,

鉱物間に組成変化のあることがわかったが,今のところ,その原因については,はっきりしな

い｡現在までに公表された分析値は非常に少なく,今後デークーをふやし,考察していく必要

があろう｡

謝辞:この研究をすすめるにあたって,北海道大学河内晋平･渡辺時夫両博士からほ,終止

激励と有益な御助言をいただいた｡また新潟大学小松正幸助教授(利尻島産の大隅石のEPMA

分析),地質調査所湯浅真人氏(Ⅹ線回折),鹿児島大学山本温彦博士およびⅩ線マイクロアナ

ライザー室の関係者の方々(原子吸光分析およびEPMA分析)から御協力をえた｡また鹿児

島大学石川秀雄教授は,隼人町産の大隅石や文献について,有益な御助言を下さった｡以上の
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